
  



  



 

  



≪お気に入りの Café でゆっくり≫ 

私のお気に入りの一つ目は、大國魂神社です。 

鳥居前の御神木を見上げ、銀杏の木に会いに行きます。 

初めて銀杏を見たとき、年月の長さと、隣にいた方が柏

手を打ったことが気になって、樹木と古神道について調

べてみましたが、古いことなのではっきりしたことはわ

かりませんでした。ただ全てのものに命が宿るという精

霊信仰が今もって日本人の心の底に根付いているとい

うことでした。なぜか私はほっとしました。 

境内の大きな木々に癒されながら歩を進め、近くにあ

る喫茶店に入ります。ここが二つ目のお気に入りです。 

 

ふちゅう東西南北  

“ほっこりする”“元気が出る” 
おうち時間が増える中、時にはお気に入りの場所に出かけてのんびりとしたひと時を過ごしてみま

せんか。コロナ禍でたまりがちなストレスが、少し軽くなるかも‥ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ≪のんびりのんびり≫  

 緊張感はとうに忘れ去り、「ひねもすのらりくらりか
な」などと呟いて、ぐうたら暮らしをしているような私
には、ホッとするという素晴らしい時間は訪れそうもな
い。本当は、もう少し充実した暮らしがしたいと思うけ
れど、口先ばかり、言い訳ばかりで行動力が伴わない。
ああ、なんだかとてもつまらなくなってきた。これもみ
なコロナ禍のせいにしてしまおうか。あるいは歳のせい
として早めに逃げてしまおうか。だけれども、逃げ場所
探しもこれまた大変！ 

私の拙い作文も、ひとまずここでひと休み。さあ！犬
の散歩に出かけよう。今日は神社のでこぼこ小道、小鳥
の声を聴きながら「心が自然と安らぐね。もしかして  
ホッとしているのかな。ちょっと違う気もするね、なん
でもいいやね」なんてぼそぼそと犬に話しかけてみる。
勿論、犬からの返事はない。 

≪雄大な景色を楽しむ≫  

私のお気に入りの場所は「府中多摩川かぜ

のみち」です。そこでは、南から西、西から北

へと展望が開けています。12月の冬至の太陽

は、西へ向かって最も左に沈みます。それは 

富士山の左、丹沢山地最高峰蛭ヶ岳方向へと沈みます。6 月の夏至には、逆に富士山の右、高尾山を通り越し

て、北の奥多摩、雲取山を越えて沈むのです。この左右の振れの角度は 60度ほどだそうです。 

半年間でのこの 60度の移動は当然日々の動きの積み重ねになります。その具体的な日々の動きは、11月のダ

イアモンド富士が見られる時には明らかになります。富士の右肩に沈んでいた太陽が、６日もすれば頂上を越

えてその左肩へ沈んでいくのです。この時の日没を見ていると、明確に位置が日々変化し「あッ動いているん

だ！」と実感できます。でもそれは富士山方面が快晴続きの時でないと見られませんが。 

大自然の動きを感じるには、自然の中へこちらが出向いて行き、変化を見つめなければできません。そこで

の自然は大きく動いています。その大きな動きのなかで、私は生かされているのだと、実感できるようになっ

てきました。歳かな？！ （鈴木禎治） 

私のお気に入りの場所＆ひと時 

（柴田洋子） 

≪父の思い出にひかれて≫  

 京王線の多磨霊園駅南口から歩いて 7分ほど

のところに東郷寺があります。 

東郷寺は皆様ご存知の通り、日露戦争で名を馳

せた「海軍大将 東郷平八郎」の別荘跡地に建立

されました。毎年 4 月前後になるとそこにあるし

だれ桜を見に多くの人々が訪れます。 

私は府中に住むようになってから、度々この寺

を訪ねています。そのわけは、亡き父への想いも

あります。父は東郷を尊敬し、常日頃子供達に話

をしてくれました。父も第二次大戦では海軍に所

属し、私が生まれた時には太平洋での任務にあた

っていました。私の名前は夫の生死を案ずる母

が、太平洋の一文字をとり名付けたそうです。 

東郷寺の桜は有名ですが、私に於いては、秋か

ら冬にかけて枯葉がカラカラと舞い散る寒さと 

厳しさが感じられる中に、

人のやさしさと温もりを 

思い出す東郷寺の庭が、 

嬉しく大切な場所です。                 

（中井博子） 

↓ 

自家焙煎の香り高いコーヒーを飲みながら、店内に
流れる映画音楽、ジャズ、クラシックを聴きつつ本
を読むのです。大きいスピーカーとアンプから臨場
感たっぷりの音楽に癒されるお気に入りの時間で
す。友人に一度お店を訪れるよう勧めてみたとこ
ろ、大変気に入ってくれたようで、その時かかって
いたジャズの CD を２枚も買ったとあとで話して
くれました。私も友人も興味があまりなかったジャ
ズを聞いて、音楽の好みの幅が広がりました。 

歳とともに考え方が固まり感動が少なくなって
しまっていたので、思い切って行動や好みを変えて
みると、人生の幅が広がって良かったと思いまし
た。まずは行動ですね。 （山田詩子） 

≪編集後記≫ 年 4回の「生涯楽習だより」、本号が 2021年
の最後の号になります。今年はオリンピック・パラリンピックがあ
り、お家時間を感動で埋めてくれました。いつの時もアスリート
の真剣な姿に、よし頑張ろうという勇気をもらいますね。季節は
変わって秋。本号では「秋だ、文化だ、芸術だ！」と題し、前向
きに頑張る人たちを取材しました。７の重なる第 77が、みなさ
まに、勇気と幸運を届けられたら幸いです。 （西谷信昭） 
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